
「子どもと女性の人権を考える東京の会」第７０回学習交流会 

 

能登半島地震に学び、脱原発を考える 
～日本の原発はすべて永久停止に～ 

 

お話ししてくださる方 渡辺 敦雄さん（元原発技術者） 

期日 2024年7月6日（土）午後2時～4時半 

会場 日本教育会館 ２階 東京教組会議室 
都営新宿線・三田線，メトロ半蔵門線 神保町駅下車４分 ＪＲ水道橋駅下車15分 

参加費 １，０００円 

渡辺敦雄さん プロフィール 

専門：原子力工学、危機管理学、環境工学 

経歴：1971.6 東京大学工学部卒 （株）東芝入社 原子力事業部配属 

 （福島第一原子力発電所 3・5 号機、女川原子力発電所１号機、 

  浜岡原子力発電所 1・2・3 号機 の基本設計担当） 

    1998.4 環境技術部長 

   2000.4 神戸大学客員教授 他 歴任 

元日に起こった能登半島地震、あの衝撃的な惨状を目にしたとき「珠洲

に原発がなくてよかった、志賀原発はどうなっているだろう」そう思いまし

た。この地震が原発政策の再考になるか！と思ったのに再稼働反対の訴

訟を見ても国の方針の後追いで、政治も司法も、私たちの心配を、住民の

命を、この国の行く末を、まともに考えているとは思えません。ドイツでは

2023 年に原発０を実現したと聞いています。過酷事故を起こした日本がそ

のまま原発再稼働を始めていることと、どこにその違いがあるのでしょうか。 

 今回は福島第一原発の基本設計に関わられた渡辺敦雄さんにお話を伺

います。今の原発政策に大きな思いをお持ちのことと思います。日本中が

地震の巣、能登のような地震がいつどこで起きても不思議ではありません。

脱原発に向けて、汚染水の処理について、甲状腺がんなど健康被害の考

え方などなど、私たちの疑問に答えてくださると思います。 

 地域で頑張っている女性や、もちろん男性も、保護者の方にも声をかけ、 

多くの方の参加をお願いいたします。 

＜主催＞  子どもと女性の人権を考える東京の会 

＜事務局＞東京教組女性部・青年部 ☏03-5276-1311 


